
カ
ル
一
丁

、
回
目
闘

」
.
 
J
 
t
、
 
J

ス
》
刃
↓
m

国
民
生
活
基
礎
調
査
(
2
0
1
9

毎
で
は
、
耳
鳴
り
は
儒
歳
以
上
の

約
3
割
に
あ
る
金
暑
れ
て
い
ま

す
。
な
か
な
か
治
ら
ず
、
多
く
が
悩

=

難
壁
が
原
因
で
す
。

耳
鼻
咽
署
で
行
う
純
音
聴
寝

査
で
、
各
周
發
で
の
聴
力
を
詳
し

く
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
加

説
集
聴
」
で
蛙
曇
晟
の
聴
力
の

低
下
が
多
く
み
ら
れ
、
「
キ
ー
ン
」

「
ピ
】
」
と
い
っ
た
高
音
の
耳
鳴
り

が
起
こ
り
ま
す
。
叢
の
振
動
を
電

気
信
号
に
君
て
脳
に
伝
え
る
内

1一=

ん
で
い
る
の
が
程
で
す
。

片
側
の
耳
鳴
り
が
急
に
生
じ
た
場

合
、
巨
そ
の
も
の
に
異
常
が
あ
る
可

管
力
あ
る
た
め
早
期
の
戸
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。
一
友
両
真
で
ゆ
っ

く
り
生
じ
る
瓦
鳴
り
は
、
多
く
が
年

齢
を
重
ね
る
こ
と
で
起
こ
る
「
駕

亀
匙
や
、
仕
事
な
ど
で
鑾
日
に

さ
魯
れ
た
こ
と
に
ょ
る
屡
糧

薬
物
補
聴
器
、
順
応
療
法
を

急
に
生
じ
た
握
尿
聴
力
検
査
が
必

要
で
、
候
音
障
皇
暴
感
=
憾
」

「
メ
一
王
ー
ル
病
」
「
亘
管
盟
逵

な
ど
の
症
熱
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
雨
や
波
の
よ
う
登
凹

が
心
臓
の
翻
と
易
し
て
聞
こ
え

る
場
合
は
「
血
1
牲
真
鳴
n

の
症
状
で
、
脳
動
脈
瘤
な
ど
が
原

因
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

瓦
の
宅
細
胞
が
騒
音
で
漉
"
し
、

血
管
の
老
化
に
よ
っ
て
自
己
修
復
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
主
な
原
因
号

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
ジ
ー
ジ
ー
」

「
シ
ユ
ー
」
な
ど
の
異
票
入
り
交

じ
る
亘
鳴
り
は
、
耳
の
広
範
囲
に
障

害
が
起
こ
る
と
生
じ
ま
す
。

他
に
「
ブ
ー
ン
」
「
ゴ
ー
」
と
い

つ
た
低
音
の
耳
鳴
ミ
あ
り
ま
す
。

が
梨
的
な
こ
と
も
多
い
で
す
。
「
T

R
T
疾
」
と
い
う
耳
鴫
り
懐
療

法
も
高
な
嚢
で
す
。
語
燐

来
の
あ
る
亘
鼻
罵
で
翆
る

と
い
い
と
患
い
ま
す
。

(
兵
庫
県
医
師
会
、
将
友
宏
・
姫

需
、
じ
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
整
)

◇
第
1
、
 
3
、
 
4
日
曜
に
掲
載
し

ま
す
。

元
音
の
な
い
繋
な
欝
で

「
シ
ー
ン
」
と
い
う
音
を
感
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
系
、
そ
の
多
く
星

理
的
な
累
で
す
。

耳
鳴
り
の
治
療
で
は
、
ま
ず
一
覇

疾
を
行
う
こ
と
が
多
い
で
す
。
ビ

タ
ミ
ン
製
剤
、
血
璽
桑
血
管

拡
張
薬
、
漢
泰
な
ど
を
用
い
ま
す
。

麗
禅
う
握
園
倫
器
の
装
用

神戸新聞社 令和ζ年3月 Z6日( B )

約10年 U

力低下

にモー

。巖近ι1・ー

聞こえます

アドノ叉イス

地村友宏医師

、両耳に力語忍められました

診断された昨年5月ごろ、

ーのような音が聞こえ

昼間に雨りのような音などが

。理由だけでも知りたいです。

をお願いします。(91歳、女性)

朝刊


